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選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

ハクセンシオマネキ 
紀伊半島以西に分布している。県内では河口域高潮帯の埋め立て工事，

護岸工事，河口改修により生息場所が完全に消滅した地域があり，生

息環境の悪化が懸念される。 
 

周防灘海岸，国東海岸，別府湾沿岸，豊後水道域沿岸に注ぐ主要河川，

及びその周辺の小河川の河口域 
 

本州，四国，九州(福岡･佐賀･長崎･熊本･大分･宮崎･鹿児島)，沖縄 

朝鮮半島，台湾，中国 
 

塩分濃度がやや薄く適度な硬さをもつ泥干潟の高潮帯。 

 
 

県内では周防灘海岸，国東海岸で多くその生息が確認されているが，

個体数が減少している地域もある。 
 

ＷＷＦの指定ランク：危険 

十脚目 
DECAPODA 
スナガニ科 
Ocypodidae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

 

準 
準 

Uca lactea  (De Haan)

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

アリアケモドキ 
青森県以南に分布する。県内では，もともと個体数も少なかったが，

近年の河口の水質悪化や河川改修により，生息環境が悪くなった生息

地が生じてきた。 
 

伊呂波川，寄藻川，駅館川，原川，大野川の各河口および感潮域。 

 
 

本州，四国，九州 

韓国，中国 
 

泥質干潟の泥中や転石の下，河川の河口域および感潮域。 

 
 

県内では現在，数地点においてその生息が確認されているが，生息域

が狭小した地域や個体数が減少した地域もある。 
 

ＷＷＦの指定ランク：希少 

 

十脚目 
DECAPODA 
スナガニ科 
Ocypodidae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

 

準 
掲載なし 
 

Deiratonotus cristatus De Man

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

カブトガニ 
日本を北限とする。漁網を破るため乱獲されていた時期もあったが，

近年は干潟や沿岸の埋め立て工事が個体数の減少に拍車をかけている。

生息域が狭められ絶滅の危険性が高い。 
 

別府湾(おもに守江湾)，周防灘 

 
 

本州，四国，九州(福岡・佐賀・長崎・大分) 

中国，インドシナ，フィリピン，西太平洋 
 

干潮時に干潟のできる砂泥質の内湾。 

 
 

県内では現在別府湾と周防灘に生息するが，杵築市守江湾では保護対

策活動が積極的に展開されている。 
 

｢生きた化石｣として系統進化学上，極めて重要。 

剣尾目 
XIPHOSURAN 
カブトガニ科 
Limulidae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

水産庁 

IB 
I 
絶滅危惧種 

Tachypleus tridentatus (Leach)

 

 




